































「臓志」記載着手一一山脇東洋 (49才) (1705-1762)，杉田玄白 (22オ) (1733-1817)小

























小塚原刑場解剖観臓一一杉田玄白 (37才) (1733---1817)，前野良沢 (49才)(1751-1809)， 
中川淳庵 (33才) (1738 -1786) ，桂川甫周(1751-1809)。
3月4日千住の骨ヶ原(別名小塚原)へ，ターへルアナトミアを玄白と淳庵が別々に持参して





「解体新書 (TavelAnatomia) J 5巻，訳著着手一一完成1774年。クレムス解剖書J.A. 






(1) 1722 クレムスの解剖書 Kulemus Johann Adam (1689-1744) 
1734 蘭記GerardusDicten→題目(Ontlecdkundige Tabelen) 
(2) パドリウス解剖書(別名カスバル解剖書)デンマーク BartholiusThomas (1616-1680) 
(3) 1641 へリンスキーマ解剖書 VeslingiusJohanns (1598-1649) 独伊の蘭訳
(4) 1688 プランカル解体書(和)Blankaart Steven (1650-1702) 




(6) 1790年(寛政 2) 
「癌医新書J50巻，西洋外科書の始め一一杉田玄白・大槻玄沢(1757-1827)。












(9) 1808年(文化 5) 













トリア)プレンキ J.J.Plenck (1738-1807) 1777版・ 1783版2版。蘭訳きれた書(Poctori-





(12) 1822年(丈政 5) 
「解臓図譜J 1冊，福井藩の解剖書の始め 池田冬蔵 (1784-1836)。
京都西刑場の解臓。 2月16日刑死. 23才。京都の小森桃塙外 122人参加。越前池田冬蔵，鳥山
見庵(府中の人)が参加。






の奥医師，西洋医学長となる。 1880年(M13 ) 1月12日残. 76才。東京赤坂区青山南町梅窓
院に葬る。
Oシーボルト (Siebold.Philipp Franz von) (1796-1866) 
Wurzburg生れ。 1822年，大学卒。医師。和蘭東印度会社に奉職。来日， 1823年7月7日。長崎
上陸.27才。同年，長崎鳴滝塾開設。 1824年，鳴滝塾の講義。患者診察，臨床講義，塩水穿刺，腫















日6) 1848年(嘉永 1) 
福井藩洋方を採用ー松平慶永，半井仲庵(-1871) ，笠原良策(1809 -1880) ，大岩主一
(-1861)。漢方医の非難を排して，福井藩は洋方を採用した前記4人の尽力による。
半井仲庵一一名は保。 1871年(M 4 ) 12月28日夜， 60才。足羽山招魂社側に葬る o
大岩主一一一丹生郡天浬村在田の法満寺の 4男。福井町医。 1862年(文久2) 8月8日，江戸
在勤中コレラにて捜す.53オ。
(17) 1849年(嘉永 2) 







































坪井信良，竹内玄同，将軍の奥医師に採用 o 徳川家定，病篤<.初めて蘭方医採用 6名。
幕府，蘭学医禁止令解除。





間 1864年(元治 1) 
r{兄斯達篤内科書J20冊訳著一一同上。
仰，) 1865年(慶応 1) 
1月2日，長崎ボードウィンに修学一一橋本綱常(1845 -1909) 0 
o(手口)BaudinAntonius Franciscus (1822-1885) 
オランダ一等軍医，ウトレヒト陸軍軍医学校で教鞭をとる。眼科生理学にくわしし多くの日本
人が長崎遊学を志した。
前任のポンパ (Pompevon Meerde Voort， 1829-1908)は， 1860年来日。長崎養成所を創立し
た人で， 1865年精得館に改称， 1863年帰国した o
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記要発刊を祝し，明治開明期の郷土医学界の基礎を築いた人々の覚書


















玄瑞と称す。 1845年，江戸に開業。 1846年，杉田玄自の嗣子となる。 1865年(慶応 1) ， 
外国奉行支配翻訳御用頭取。 1878年(M11 ) ，共立病院創立。明治22年10月7日夜，
72才。








01859年(米)--Gross Samuel David (1805-1885) 0 Jefferson医大教授の外科書。
外科疾患，病理診断，手術治療法の系統的記述書。 1859年版一一止血，外物除去，創口接冶，
膿毒，破傷風，砲創，銃創の詳記。






01869年(M 2 )一一理化学新説。舎密局開講之説刊行。三崎輔輔(1848 -1873)。大阪
舎密局教頭ハラタマ講述，助教授三崎編。
o (和)ハラタマ (GratamaKoenraad Wooter， 1831-1888) 
アッセン生れ。 1866年，来日，長崎養成所開成所教師。 1868年，大阪病院。 1869年，舎密局




学校に改称。更に木阪開成所。 1886年に第三高等中学校。 1889年，京都市吉田に移転。 1894年，
第三高等学校になる。
位。 1869年(M 2 ) 
日本最初の化学教官一一三崎噛輔(1818-1873)0 福井藩三崎分家の l人。 1863年，江戸に
出て大鳥圭介に学び， 1865年，長崎蘭医ハラタマに修学o 1869年，大阪舎密局助教授。 1871年，
江戸にて文部大助教授，大学東校，文部教師・化学教授。 1873年，福井で急死， 27才。安養寺
に葬る。著書一一「薬物雑物試験表J ， r試験階梯」 ・「定性試験升屋」・「舎密局開講之説」
「化学器械図説」。
(問 1871年 (M4 ) 
米国理学士グリフィス，福井明新館に着任。
Griffis William Eliot (1843生)。理化学を教授。大学教師岩淵龍太郎を招き，通訳。グリ
フィスはフィラデルフィア生れ。ラトガース大学卒。日下部太郎と親交。 1870年12月29日，横
浜着。東京に40日，そこで2週間講義。 1871年 2月22日，船で神戸上陸，陸路福井へ o




グリ 7ィスと福井。 1871年 1月，開成学校(元大学南校)御雇教師となる。理化学教授。1874年
(M 7) 7月帰米。 1926年(T1 5) 12月13日，再来日。夫人と共に 4月25日福井着。 29日退去。
1928年(S 3 ) 2月5日， 米国7ロリダチトド7インターパーク別荘て病夜， 86才。家族，夫人 2
男 l女あり。 1928年(S 3) 9月，夫人より日時計寄贈。足羽山の歴史館に保存さる o。8) .1872年 (M5 ) 
「樺痘治範J 1冊 r産科宝函J 1冊訳書一一杉田玄瑞(1818-1889) 0 




ドイツ医学の橋本綱常(1845ー 1901) 0 ベルリン大学，ウルツブルグ大学でリンヘルト(外
科)，ゲルハルト(内科)の準助手。ウィーン大学ピルロードに学び， 1877年(MI0)帰国。




生る (1846) 0 
側 1877年(M10) 
橋本綱常，西南の役に従軍(2 - 7月) 0 6月18日， ドイツより帰国。 7月6日，陸軍軍監
に任官。 7月23日，長崎へ出張。西南の役にリスター消毒法， ドイツ仕込の新医術導入， 1878 
年，東大教授となる。
「リスター消毒繍帯論」訳著一一橋本綱常・足立寛。 1866年， Lister J. L. B. ，石炭酸消毒













4.文中 (MOTO SO)とは，明治O年，大正O年，昭和O年を意味した O
5.年代その他については必ずしも正確を期し難いので，お気付の点は補足を希望する。
(小林保正氏は福井市照手1ー10-19，Tel. (0776) -23-05710) 
6.姓又は姓名の下に線のあるものは，福井藩ないし小浜藩出身を示す。
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